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要᪨

⚾たࡕは᫖年の2月からトランジット観測についての研究を行ってきた。西はりま天文台でWASP-43bの観測を行

い、得られたデータを解析した。その結果、減光率2.58±0.09%、༙ᚄ比0.161±0.003という数値を得られた。ま

た、⚾たࡕは校ෆでのトランジット観測にᣮᡓしている。本発表では西はりま天文台での観測時のデータの解析結

果と校ෆ観測プロジェクトの進ᤖ≧ἣのሗ࿌を行う。

1.はࡌめに

系外ᝨ星がබ㌿のたびに୺星の前面を通㐣(トラン

ジット)したとき、ᝨ星は୺星面の一部を㞃すため、

୺星の明るさは一時的に減ᑡする。この࿘ᮇ的な光度

変化の観測により系外ᝨ星を検出する方法がトランジ

ット法である。

2.西はりま天文台での系外ᝨ星WASP-43bのトランジッ

ト観測及び解析

2025年2月28日、⚾たࡕは兵庫県బ用⏫にある西はり

ま天文台で系外ᝨ星WASP-43bのトランジット観測を行

った。ろくࡂࢇࡪᗙにあるWASP-43bは地球から約280光

年㞳れたሙᡤに位置しており、ᮌ星と༙ᚄが同ࡌᝨ星

である。

機ᮦは天文台からお೉り

した口ᚄ60cm、↔点㊥㞳

7200mmの反射望遠鏡と෭༷

CCDカメラSBIG STL-1001Eで

ある。CCDカメラにはVバン

ドフ࢕ルターを装╔した。

露出時間は30秒である。実

㝿の撮影時間は22時19分か

ら24時51分。比較星として用いる星を3つ入れた≧ែで

266枚の画像を撮影した。(図1)  
௒ᅇの画像解析では、すࡤる画像解析ࢯフト

Makali'iࠖを౑用した。一次処理をした後、現象時ࠕ

間前後のカ࢘ント値の比をᖹᆒ値で割り、ࠕ相対光

度ࠖとし、時間変化を調べた。

トランジット観測においては、現象による減光以外

に、地球大気の影響(㞼の有↓や光が通る長さな࡝)に

よって、測定した観測対象星の明るさが変化してしま

う可能性がある。そこで、観測対象星と同ࡌ画角の୰

に、対象星とはูの明るさの変化しないᜏ星を入れて

撮影を行った。この星をࠕ比較星ࠖとして、対象星の

明るさと比較星のカ࢘ント値の比を調べることで、大

気の影響をᡴࡕ消し、対象星の明るさの変化だけに注

目することができる。

次に減光率とその誤差を求めた。減光率とはトラン

ジットによって減光した割合であり、トランジット୰

の相対光度のᖹᆒ値から求められる。

図2はある比較星を用いた相対光度の時間変化を表し

たグラフであり、トランジットணሗ時้あたりで光度

が減ᑡしていることがわかる。

またトランジット前後とトランジット୰の相対光度

のᖹᆒ値の誤差としてᶆ‽誤差を用い、その誤差をఏ

᧛させ減光率の誤差を算出した。㸱つの比較星でこの

᧯సを行いそのᖹᆒをとることで、減光率2.58±0.09%

が得られた。

この減光率を用いて、୺星(WASP-43)とᝨ星(-43b)の

༙ᚄ比を算出した。トランジット法の性㉁ୖ、減光率

が୺星とᝨ星の断面✚比と等しくなることを利用し、

༙ᚄ比をィ算すると0.161±0.003が得られた。

図3に୺星ᝨ星༙ᚄ比の先行研究との比較を示す。先

行研究の結果はࠕNASA EXPLANET ARCHIVEࠖから引用し

た。本校が求めた༙ᚄ比が࡝の先行研究ともᴫࡡ一⮴

していることから、ᡃࠎの解析により得られた結果が

先行研究と▩┪がないことが示された。

3.୕⏣⚈㞼㤋校ෆでのトランジット観測

⚾たࡕは西はりまでのトランジット観測を踏まえ、

校ෆでのトランジット観測にᣮᡓしようと考えた。

機ᮦは口ᚄ28cmのセレストロン天体望遠鏡C11に↔点

㊥㞳1764mmの෭༷CCDカメラST-9EXを௜けて行った。㉥

㐨൤は஬藤㉥㐨൤を౑用した。現ᅾ、CCDカメラの性能

を調ᰝしている。トランジット観測では12等⣭㎶りの

星を正確に撮影する必要があるため適ษな露出の設定

を明らかにすることがㄢ題である。
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要 旨 
系外ᝨ星TOI-2046bのトランジット観測を行った。解析はExoWorlds Spies(1)の解析ࢯフトHOPSで行い、解析結

果をExoClockプロジェクト(2)にሗ࿌した。4ᅇの観測で得られた観測結果̿ィ算値（O-C）は-6.6㹼2.4分、ᖹᆒ  
-1.2分となり観測値とィ算値が近い値となった。系外ᝨ星の大きさは、4ᅇの観測で得られたᝨ星とᜏ星の༙ᚄ比

(Rp/Rs)よりᮌ星༙ᚄ(RJ)(3)の1.43ಸとなった。ExoClockプロジェクトに参ຍすることにより、系外ᝨ星の㌶㐨ࣃ

ラメータや解析᭤⥺の⢭度をୖࡆることに㈉献できた。 
 めにࡌࡣ．１

系外ᝨ星TOI-2046bの基本ࣃラメータはNASA Exoplanet Archive(4)より、ᜏ星༙ᚄは太陽༙ᚄの1.21ಸ、R等⣭

は11.2等⣭、ᝨ星のබ㌿࿘ᮇは1.497日である。系外ᝨ星TOI-2046bのトランジット観測を行い、解析ࢯフトHOPS 
でO-CとRp/Rsを求め、ExoClockプロジェクトにሗ࿌する。このプロジェクトはアマチࣗアの観測者に観測方法をᥦ

౪し、観測結果をこのプロジェクトにሗ࿌することで系外ᝨ星の研究に㈉献できる。 
２．方法 

 40cmࣗࢽートン式反射望遠鏡、CCDカメラ、Rフ࢕ルターを౑用して60秒露出で撮影した。TOI-2046bの観測

日時はExoWorlds SpiesのTransit Schedulerにより求めた。2024年11月19日、11月25日、11月28日、12月4日の4
ᅇ観測した。トランジットの時間が2.48時間なので、前後のベースラインを取るため観測時間は約4時間行った。観

測結果はࢯフトHOPSで解析しO-CとRp/Rsを求めた。 

３．結果 
  2024年12月4日の解析結果を図1と図2に示

す。図1のە༳は観測した測定結果で、実⥺は観

測結果をトランジットࣔデルでフ࢕ッ࢕ࢸングし

た結果とண᝿された解析᭤⥺（Expected 
model）を示している。図2にO-Cの結果を示す。

図୰のۻ༳が௒ᅇの解析結果を示し、その࡯かの

 。༳は௚の観測者の解析結果であるە
表1に4ᅇの観測についてࢯフトHOPSで解析し

た結果を示す。表1のO-Cの結果は-6.6㹼2.4分、ᖹ

ᆒ-1.2分となり、図2の௚の観測者のࡤらつきの⠊

ᅖෆであった。表1のRp/Rsのᖹᆒは0.121で、

ExoClockプロジェクトの値0.1213 ± 0.0017に近い

数Ꮠとなった。表1のRp/Rsのᖹᆒ0.121を用い

て、太陽系の大きさ(3)を参考に系外ᝨ星の༙ᚄを

ィ算するとᮌ星༙ᚄRJの1.43ಸとなった。 
４．考察 

図1のSTD(ᶆ‽೫差)は5.874‰で値のᨵၿがで

きる。Rp/Rsは文献値(2)に近い値となった。大き

なSTDの画像の㝖ཤやトランジット前後のベースラインを

長く観測することにより観測⢭度が向ୖすると考える。系

外ᝨ星は1.43RJで大きなᝨ星が約1.5日でබ㌿している。 
 ExoClockプロジェクトに㏦られた観測データをもとに解

析᭤⥺な࡝の基本ࣃラメータが見┤されている。TOI-
2046bは2025年9月以㝆に見┤しが行われ、本ሗ࿌のデー

タも解析⢭度の向ୖに㈉献できた。 
５．まとめ 

系外ᝨ星TOI-2046b を㸲ᅇ観測して、ExoClockプロジ

ェクトに参ຍすることができ、解析᭤⥺データや系外ᝨ星

の基本ࣃラメータの⢭度向ୖに㈉献することができた。 
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